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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示パネル

(57)【要約】
【課題】  切断加工しても表示部の表示品質を悪化させ
ることのない有機ＥＬ表示パネルを提供すること。
【解決手段】  透明電極１１と、有機化合物からなる発
光層を含む１以上の有機機能層１２と、金属電極１３と
が順に積層された有機ＥＬ素子３０と、透明電極１１に
接触して複数の有機ＥＬ素子３０を面状に担持する表面
防湿性フィルム１０と、金属電極１３に接触して複数の
有機ＥＬ素子３０を面状に担持する裏面防湿性フィルム
１４と、少なくとも有機機能層１２の各々を囲うことに
より、個々に独立せしめる封止層１５、とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１表示電極と有機化合物からなる発光
層を含む１以上の有機機能層と第２表示電極とが順に積
層された有機ＥＬ素子と、
前記第１表示電極に接触して複数の前記有機ＥＬ素子を
面状に担持する第１の樹脂基板と、
前記第２表示電極に接触して複数の前記有機ＥＬ素子を
面状に担持する第２の樹脂基板と、
少なくとも前記有機機能層の各々を囲うことにより、個
々に独立せしめる封止層、とを備えたことを特徴とする
有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】  前記有機ＥＬ素子の各々は共通の第１表
示電極及び第２表示電極を有することを特徴とする請求
項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】  前記第１表示電極は直流電源の陽極又は
陰極のどちらか一方に接続され、前記第２表示電極は前
記直流電源の前記陽極又は前記陰極の他方にそれぞれ接
続されることを特徴とする請求項１及び２に記載の有機
ＥＬ表示パネル。
【請求項４】  前記第１の表示電極は第１のバス電極に
接続され、前記第２表示電極は第２のバス電極に接続さ
れていることを特徴とする請求項１及び２に記載の有機
ＥＬ表示パネル。
【請求項５】  前記第１のバス電極は前記第１の樹脂基
板上に形成され、前記第２のバス電極は前記第２の樹脂
基板上に形成されていることを特徴とする請求項４に記
載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項６】  前記第１のバス電極は直流電源の陽極又
は陰極のどちらか一方に接続され、前記第２のバス電極
は前記直流電源の前記陽極又は前記陰極の他方にそれぞ
れ接続されることを特徴とする請求項４及び５に記載の
有機ＥＬ表示パネル。
【請求項７】  前記第１の表示電極と前記第１のバス電
極の接続は前記第１の樹脂基板内に形成された接続手段
により行われ、前記第２表示電極と前記第２のバス電極
の接続は前記第２の樹脂基板内に形成された接続手段に
より行われることを特徴とする請求項４及び５に記載の
有機ＥＬ表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電荷の印加によっ
て発光する有機エレクトロルミネッセンス（以下有機Ｅ
Ｌと記す）素子を用いた有機ＥＬ表示パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、有機ＥＬ表示パネルの開発が盛ん
に行なわれている。有機ＥＬ表示パネルは、透明基板上
に陽極となる透明電極と、発光層を有する有機機能層
と、陰極となる金属電極とを順次積層して構成した有機
ＥＬ素子を、マトリクス状に配置させ、係る有機ＥＬ素
子を１画素として発光させることで、文字や画像を表示
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するようにしたマトリクス表示パネルや、所定領域を全
面発光させるパターン表示パネル等がある。有機ＥＬ表
示パネルは、透明基板にガラスを用いた従来の形態か
ら、透明基板に樹脂やプラスチックを用いたフィルム型
有機ＥＬ表示パネルが提案されている。係るフィルム型
有機ＥＬ表示パネルは、可撓性を有していることから湾
曲させて表示させることが可能である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】フィルム型有機ＥＬ表
示パネルは、ハサミ等で自由に切断加工できれば、様々
な形状の発光体とすることができ、用途が飛躍的に拡大
する。しかし、有機ＥＬ表示パネルは、水分に極めて弱
いことが知られている。具体的には、金属電極と有機機
能層との界面が水分の影響で剥離してしまったり、有機
機能層自体が水分によって変質し、発光しない部分、い
わゆるダークスポット（黒点）が生じると云う欠点があ
る。従って、有機ＥＬ表示パネルは、仮にハサミ等で自
由に切断加工が可能であっても、その断面から水分が進
入してしまい、表示部全体の表示品質を著しく悪化させ
てしまうと云う問題があった。
【０００４】本発明は、上記課題に鑑みなされたもので
あり、その目的は、切断加工しても表示品質を悪化させ
ることのない有機ＥＬ表示パネルを提供することにあ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、請求項１に記載の発明は、第１表示電極と有機化合
物からなる発光層を含む１以上の有機機能層と第２表示
電極とが順に積層された有機ＥＬ素子と、第１表示電極
に接触して複数の有機ＥＬ素子を面状に担持する第１の
樹脂基板と、第２表示電極に接触して複数の有機ＥＬ素
子を面状に担持する第２の樹脂基板と、少なくとも有機
機能層の各々を囲うことにより、個々に独立せしめる封
止層、とを備えたことを特徴とする。
【０００６】また、請求項２に記載の発明に係る有機Ｅ
Ｌ表示パネルは、請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル
において、有機ＥＬ素子の各々は共通の第１表示電極及
び第２表示電極を有することを特徴とする。
【０００７】また、請求項３に記載の発明に係る有機Ｅ
Ｌ表示パネルは、請求項１及び２に記載の有機ＥＬ表示
パネルにおいて、第１表示電極は直流電源の陽極又は陰
極のどちらか一方に接続され、第２表示電極は直流電源
の陽極又は陰極の他方にそれぞれ接続されることを特徴
とする。
【０００８】また、請求項４に記載の発明に係る有機Ｅ
Ｌ表示パネルは、請求項１及び２に記載の有機ＥＬ表示
パネルにおいて、第１の表示電極は第１のバス電極に接
続され、第２表示電極は第２のバス電極に接続されてい
ることを特徴とする。
【０００９】また、請求項５に記載の発明に係る有機Ｅ
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3
Ｌ表示パネルは、請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネル
において、第１のバス電極は第１の樹脂基板上に形成さ
れ、第２のバス電極は第２の樹脂基板上に形成されてい
ることを特徴とする。
【００１０】また、請求項６に記載の発明に係る有機Ｅ
Ｌ表示パネルは、請求項４及び５に記載の有機ＥＬ表示
パネルにおいて、第１のバス電極は直流電源の陽極又は
陰極のどちらか一方に接続され、第２のバス電極は直流
電源の陽極又は陰極の他方にそれぞれ接続されることを
特徴とする。
【００１１】また、請求項７に記載の発明に係る有機Ｅ
Ｌ表示パネルは、請求項４及び５に記載の有機ＥＬ表示
パネルにおいて、第１の表示電極と第１のバス電極の接
続は第１の樹脂基板内に形成された接続手段により行わ
れ、第２表示電極と第２のバス電極の接続は第２の樹脂
基板内に形成された接続手段により行われることを特徴
とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の第１実施形態に
よる有機ＥＬ表示パネル５０の構造を図１乃至図３を用
いて説明する。尚、図１は本実施形態の有機ＥＬ表示パ
ネル５０を構成する有機ＥＬ素子３０の要部断面図であ
り、図２は有機ＥＬ表示パネル５０の要部断面図であ
り、図３は有機ＥＬ表示パネル５０の要部平面図であ
る。
【００１３】図１に示すように、本実施形態の有機ＥＬ
表示パネル５０を構成する有機ＥＬ素子３０は、各有機
ＥＬ素子共通の透明電極（第1表示電極）１１と、有機
化合物からなる発光層を含む１以上の有機機能層１２
と、各有機ＥＬ素子共通の金属電極（第2表示電極）１
３が順に積層され、透明電極（第１表示電極）１１に接
触して有機機能層１２を担持する表面防湿性フィルム
（第１の樹脂基板）１０と、金属電極（第２表示電極）
１３と接触して有機機能層１２を担持する裏面防湿性フ
ィルム（第２の樹脂基板）１４と、有機機能層１２の周
囲を封止する防湿性の封止層１５とで構成されている。
【００１４】上記有機ＥＬ素子３０は、以下の工程で形
成される。先ず、表面防湿フィルム１０上にイリジウム
錫酸化物（ＩＴＯ）からなる透明電極１１をスパッタに
て成膜した後、当該透明電極１１上に紫外線硬化樹脂か
らなる複数の封止層１５をスクリーン印刷により格子状
に形成する。次に、格子状に形成された封止層１５部分
以外を開口したマスクを用いて有機機能層１２を封止層
１５内に蒸着形成する。有機機能層１２は、銅フタロシ
アニンからなる正孔注入層と、ＴＰＤ（トリフェニルア
ミン誘導体）からなる正孔輸送層と、Ａｌｑ

３
（アルミ

キレート錯体）からなる発光層と、Ｌｉ
２
Ｏ（酸化リチ

ウム）からなる電子注入層とで構成され、これらを順次
蒸着することで個々に独立した複数の有機機能層１２が
形成される。
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【００１５】一方、裏面防湿性フィルム１４は、予めそ
の表面にＡＩ（アルミニューム）を蒸着して金属電極１
３が形成されている。裏面防湿性フィルム１４は、その
金属電極１３で封止層１５と有機機能層１２を覆うよう
に載置される。次いで、封止層１５の部分に紫外線が照
射されると、封止層１５が紫外線硬化されて、透明電極
１１と封止層１５、及び金属電極１３と封止層１５が夫
々封止される。このように、有機機能層１２の周囲を封
止層１５で封止された複数の有機ＥＬ素子３０が形成さ
れる。このように構成された有機ＥＬ素子３０は、有機
ＥＬ表示パネルの１画素に相当する。
【００１６】上記工程で製造された有機ＥＬ表示パネル
５０は、図２及び図３に示すように複数の有機機能層１
２が格子状に形成され、当該有機機能層１２の周囲が封
止層１５によって封止されている。有機ＥＬ表示パネル
５０は、有機機能層１２に接触して透明電極１１が形成
されているので、当該透明電極１１の一部を露出させて
透明電極引出部１１ａを設けるように表面防湿性フィル
ム１０を形成すれば、直流電源の陽極を接続することが
できる。同様に、有機ＥＬ表示パネル５０は、有機機能
層１２に接触して金属電極１３が形成されているので、
当該金属電極１３の一部を露出させて金属電極引出部１
３ａを設けるように裏面防湿性フィルム１４を形成すれ
ば、直流電源の陰極を接続することができる。従って、
有機ＥＬ表示パネル５０は、透明電極引出部１１ａと金
属電極引出部１３ａの間に、例えば電池２１が接続され
ると、有機機能層１２の全ての発光層を発光する。
【００１７】以上説明したように本実施形態の有機ＥＬ
表示パネル５０は、従来のガラス基板に代えて透過性に
優れた樹脂部材である表面防湿性フィルム１０を用いて
形成されているので、可撓性に優れている。また、有機
ＥＬ表示パネル５０は、１画素に相当する有機機能層１
２が封止層１５により囲まれて個々に独立して形成され
ているので、切断加工して使用することが可能である。
つまり、切断された部分以外の個所は外気からの水分等
の影響を受けることなく表示品質を維持した状態で発光
させることが可能となる。
【００１８】次に、有機ＥＬ表示パネル５０の加工方法
及び電源の供給方法について図４乃至図７を用いて説明
する。尚、図４は切断加工する下絵を施した有機ＥＬ表
示パネル５０の平面図、図５は切断加工された有機ＥＬ
表示パネル５０の平面図、図６は有機ＥＬ表示パネル５
０の外周近傍に電池２１を搭載したときの要部断面図、
図７は有機ＥＬ表示パネル５０の中央付近に電池２１を
搭載したときの要部断面図である。
【００１９】有機ＥＬ表示パネル５０は、図４に示すよ
うに四方を封止層１５で囲まれた有機ＥＬ素子３０が格
子状に配置され、例えば表面防湿性フィルム１０上に所
望の形状の下絵が施され、その線に沿ってハサミ等で切
断加工される。この時、有機ＥＬ表示パネル５０に施さ
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5
れる下絵は、当該下絵の一部に透明電極引出部１１ａと
金属電極引出部１３ａが含まれるように配置される。
【００２０】有機ＥＬ表示パネル５０は、図５に示すよ
うに一部に透明電極引出部１１ａと金属電極引出部１３
ａが含まれた状態で切断加工される。有機ＥＬ表示パネ
ル５０は、切断された端面に有機ＥＬ素子３０が露出し
ている部分は発光させることができないが、その他の有
機ＥＬ素子３０は封止層１５により確実に封止されてい
るので外気からの水分等の影響を受ける事がない為、発
光が可能となる。従って、有機ＥＬ表示パネル５０は、
透明電極引出部１１ａと金属電極引出部１３ａとの間に
電源が供給されれば、切断加工された形状の発光体とし
て発光する。
【００２１】また、有機ＥＬ表示パネル５０は、背面に
電池２１を搭載して使用することが可能である。有機Ｅ
Ｌ表示パネル５０は、図６に示すように裏面防湿性フィ
ルム１４上の外周近傍に電池２１を搭載し、有機ＥＬ表
示パネル５０の外部に引き回された配線材２４によっ
て、電池２１の陽極と透明電極引出部１１ａ、及び電池
２１の陰極と金属電極引出部１３ａを夫々接続すれば、
切断加工されたままの形状で発光体とすることができ
る。
【００２２】また、有機ＥＬ表示パネル５０は、図７に
示すように有機ＥＬ表示パネル５０内部の所望の位置に
配線孔２２を形成し、配線孔２２の内周部に絶縁スペー
サ２３を設け、絶縁スペーサ２３を貫通する配線材２４
によって透明電極１１と電池２１の陽極を接続する。電
池２１は、裏面防湿性フィルム１４上に固着され、電池
２１の陰極と金属電極１３は裏面防湿性フィルム１４内
の所望の位置に形成された接続手段であるスルホール２
５により接続される。この場合、電池２１の陽極は有機
ＥＬ表示パネル５０内部に引き回された配線材２４で透
明電極１１に、陰極は裏面防湿性フィルム１４内に形成
されたスルホール２５で金属電極１３に、各引出部を介
さず直接接続される為、各引出部が不要となる。係る電
池２１は、有機ＥＬ表示パネル５０が切断加工された
後、所望の位置に配置され、接続される。また、電池２
１は、着脱可能なソケットを用いて配線するように構成
しても良い。また、これに伴い電池２１の電源をＯＮ－
ＯＦＦするスイッチを設けるように構成しても良い。
【００２３】上述したように図６及び図７に示す本実施
形態の有機ＥＬ表示パネル５０は、所望の形状で切断加
工を行い、電池２１を搭載することで、インテリアのデ
コレーションや、アニメーションのキャラクタとして発
光させることが可能となる。図６に示す有機ＥＬ表示パ
ネル５０は、電池２１を外周近傍に搭載し、パネルの外
部に引き回された配線材を介して各々の引出部と陽極、
及び陰極を接続する為、パネル内部に配線材２４が引き
回されることがないので、非発光部分を生じることなく
構造が最もシンプルとなる。しかし、透明電極引出部１
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１ａの一部と金属電極引出部１３ａの一部を残した状態
で切断加工する必要があり、切断加工の形状に多少の制
約を受ける。これに対して、図７に示す有機ＥＬ表示パ
ネル５０はパネル内部に設けられた絶縁スペーサ２３の
部分に非発光部を生じることとなるが、電池２１の位置
をパネルの中央付近に設定することにより図６に示す有
機ＥＬ表示パネルとは異なり、切断加工時にパネルの外
周の一部を残す必要が無いので、切断加工の形状にに自
由度が増す。
【００２４】次に、本発明の第２実施形態による有機Ｅ
Ｌ表示パネル６０の構造について図８を用いて説明す
る。尚、図８は外周近傍に電池２１を搭載した時の有機
ＥＬ表示パネル６０の要部断面図である。
【００２５】第２実施形態の有機ＥＬ表示パネル６０が
第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０と異なる点は、
陽極バス電極１６と陰極バス電極１８を設けたことであ
る。つまり、本実施形態の有機ＥＬ表示パネル６０は、
上述した第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０に対し
て、表面防湿性フィルム１０上の全面に透明な陽極バス
電極（第１のバス電極）１６を設け、各有機機能層１２
上または各有機機能層１２を囲む封止層１５上の表面防
湿性フィルム１０に形成した接続手段であるスルホール
１７により透明電極１０と陽極バス電極１６を接続して
いる。また、同様に、有機ＥＬ表示パネル６０は、裏面
防湿性フィルム１４上の全面に陰極バス電極（第２のバ
ス電極）１８を設け、各有機機能層１２上または各有機
機能層１２を囲む封止層１５上の裏面防湿フィルム１４
に形成したスルホール１９により金属電極１３と陰極バ
ス電極１８を接続している。
【００２６】このように構成された有機ＥＬ表示パネル
６０は、第1実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０と異な
り、表面に形成された陽極バス電極１６と陰極バス電極
１８の任意の位置に電源を接続することができる。つま
り、陽極バス電極１６が表面防湿性フィルム１０上の全
面に、陰極バス電極１８が裏面防湿性フィルム１４上の
全面に形成されている為、切断加工の後に任意の位置に
電源の陽極と陰極を夫々陽極バス電極と陰極バス電極へ
の接続が可能となる。よって、第2実施形態の有機ＥＬ
表示パネル６０は第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５
０と比べて、電源位置や配線位置の制約を受けない為、
自由な形状で切断加工が可能となり、また非発光部につ
いても発生しない。
【００２７】尚、本実施形態の有機ＥＬ表示パネルは、
有機ＥＬ素子３０を格子状に配置した例で説明したが、
有機ＥＬ素子３０を互い違いに配置する千鳥状に構成し
ても良く、有機ＥＬ素子３０の配置形状に限定されな
い。また、本実施形態の有機ＥＬ表示パネルは、各々の
有機ＥＬ素子３０が共通の透明電極、及び金属電極を有
した例で説明したが、各々の有機ＥＬ素子３０が夫々独
立した透明電極、及び金属電極を有した構成でもよい。
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その場合、封止層１５は有機機能層１２の他に、有機機
能層１２に接触し、夫々独立した透明電極と金属電極の
全体、又は一部を囲うように形成される。これにより、
有機ＥＬ表示パネルは個々に独立した有機ＥＬ素子３０
を有した構成となる。
【００２８】
【発明の効果】本発明によれば、切断加工しても表示品
質を悪化させることがないので、自由な発想でデザイン
したインテリアのデコレーションや、アニメーション等
のキャラクタを自由に加工し、発光させることが可能な
有機ＥＬ表示パネルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０を構成
する有機ＥＬ素子３０の要部断面図。
【図２】第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０の要部
断面図。
【図３】第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０の要部
平面図。
【図４】切断加工用の下絵を施した有機ＥＬ表示パネル
５０の平面図。
【図５】切断加工された有機ＥＬ表示パネル５０の平面*
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*図。
【図６】電池２１を外周近傍に搭載した有機ＥＬ表示パ
ネル５０の要部断面図。
【図７】電池２１を中央付近に搭載した有機ＥＬ表示パ
ネル５０の要部断面図。
【図８】第２実施形態の有機ＥＬ表示パネル５０の要部
断面図。
【符号の説明】
１０・・・表面防湿性フィルム（第１の樹脂基板）
１１・・・透明電極（第１表示電極）
１２・・・有機機能層
１３・・・金属電極（第２表示電極）
１４・・・裏面防湿性フィルム（第２の樹脂基板）
１５・・・封止層
１６・・・陽極バス電極（第１のバス電極）
１７、１９・・・スルホール（接続手段）
１８・・・陰極バス電極（第２のバス電極）
２１・・・電池（電源）
３０・・・有機ＥＬ素子
５０、６０・・・有機ＥＬ表示パネル

【図１】

【図２】
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